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第
37
回

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、本紙掲載の催しが急に中止や
延期になる場合があります。開催の可否は事前に担当課または主催者へご確
認ください。また、最新情報は、市のホームページ https://www.city.
omihachiman.lg.jp/ で随時発信しておりますので、ご確認をお願いします。

人口と世帯 令和 3 年 12 月 1 日現在
                  (    ) は前月比

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
回
は
、
西
川
甚じ
ん
ご
ろ
う

五
郎

家
同
様
、
近
江
八
幡
を
代
表
す
る
商

家
で
あ
り
な
が
ら
、
私
財
を
投
じ
て

昭
和
初
期
の
聾ろ
う

教
育
を
け
ん
引
し
た

西
川
伝で
ん
え
も
ん

右
衛
門
家
の
10
代
目
、
西
川

吉
之
助
を
紹
介
し
ま
す
。
西
川
伝
右

衛
門
家
は
、
江
戸
時
代
に
北
海
道
へ

進
出
し
、
松
前
藩
で
運
上
金
の
上
納

を
条
件
に
、
浜
（
場
所
）
ご
と
に
ア

イ
ヌ
人
と
の
漁
場
経
営
を
商
人
に
請

け
負
わ
せ
た
「
場
所
請
負
」
で
財
を

成
し
た
八
幡
商
人
で
す
。

　

吉
之
助
は
、明
治
７
年（
１
８
７
４

年
）、
魚
屋
町
元
の
肥
料
商
で
西
川

伝
右
衛
門
家
の
分
家
・
善ぜ

ん
ろ
く六
家
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
明
治
31
年
、
本
家
・

伝
右
衛
門
家
に
養
子
に
入
り
、
10
代

目
当
主
と
な
り
ま
す
が
、
彼
を
商
業

か
ら
教
育
の
道
へ
進
ま
せ
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
三
女
・
は
ま
子

の
存
在
で
す
。

　

は
ま
子
は
、
３
歳
に
な
っ
て
も
言

葉
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
診
断
の
結
果
、「
聾ろ
う

」
す
な

わ
ち
聴
力
に
障
が
い
が
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
当
時
、
京
都
に
住

ん
で
い
た
吉
之
助
は
、
京
都
盲も
う

唖あ

院

聾ろ
う

唖あ

部
（
現
京
都
府
立
聾ろ
う

学
校
）
を

見
学
し
ま
し
た
。
同
院
で
行
わ
れ
て

い
た
手
話
法
に
違
和
感
を
感
じ
た
吉

之
助
は
、
同
校
教
頭
か
ら
口
話
法
の

文
献
の
紹
介
を
受
け
、
猛
勉
強
を
し

ま
し
た
。

　

大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）、
吉

之
助
は
自
己
の
研
究
成
果
を
も
と
に
、

は
ま
子
の
教
育
を
開
始
。
翌
年
、
京

都
か
ら
仲
屋
町
上
の
実
家
に
引
っ
越

し
て
、
教
育
に
専
念
し
ま
し
た
。
発

音
や
読
話
の
練
習
を
重
ね
、
は
ま
子

し
ま
す
。
伝
右
衛
門
家
本
宅
は
売
り

払
わ
れ
、
吉
之
助
一
家
は
、
聾ろ
う

話わ

学

校
前
の
借
家
に
移
り
住
み
ま
す
。
そ

の
後
、
次
女
の
病
死
や
長
男
と
自
身

の
病
気
な
ど
か
ら
、
吉
之
助
の
気
力

は
著
し
く
衰
え
、
昭
和
15
年
７
月
に

自
ら
命
を
絶
ち
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
吉
之
助
の
人
生
は
突

然
の
終
末
を
迎
え
ま
す
が
、
雑
誌

「
太た

い

湖こ

」
で
の
追
悼
文
に
も
あ
る
よ

う
に
、
彼
の
精
力
的
な
口
話
法
教
育

の
普
及
に
関
す
る
活
動
や
献
身
は
高

く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
は
ま
子
は
大
阪
市
立
聾ろ
う

学
校
の

嘱
託
職
員
と
な
り
、
戦
後
は
近
江
兄

弟
社
学
園
に
勤
務
す
る
な
ど
、
精
力

的
に
活
動
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
は

ま
子
の
活
躍
も
、
吉
之
助
が
残
し
た

成
果
と
い
え
ま
す
。

の
言
語
理
解
能
力
は
目
覚
ま
し
く
向

上
し
、
５
歳
の
こ
ろ
に
は
２
５
０
語

以
上
の
読
話
と
発
声
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
吉
之
助

は
Ｗウ
ィ
リ
ア
ム
メ
レ
ル

・
Ｍ
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
妻
・

一ひ
と
つ
や
な
ぎ
ま
き
こ

柳
満
喜
子
に
、
は
ま
子
の
家
庭
教

師
の
あ
っ
せ
ん
を
依
頼
し
ま
す
。
そ

の
成
果
も
あ
り
、
は
ま
子
は
昭
和
３

年
（
１
９
２
８
年
）、
八
幡
町
立
高

等
女
学
校
の
入
試
に
合
格
し
ま
す
。

聴
力
に
障
が
い
が
あ
る
女
子
が
、
一

般
の
高
等
女
学
校
に
入
学
す
る
全
国

初
め
て
の
事
例
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
間
、
吉
之
助
は
口
話
法
教
育

普
及
の
た
め
に
、
は
ま
子
と
と
も
に

全
国
を
行あ
ん
ぎ
ゃ脚
し
、
大
き
な
反
響
を
呼

び
ま
す
。
そ
の
影
響
に
よ
り
、
滋
賀

県
議
会
で
は
県
立
盲
学
校
・
聾ろ
う

話わ

学

校
設
立
の
議
案
が
可
決
し
、
昭
和
３

年
４
月
に
、
草
津
町
大
路
井
に
滋
賀

県
立
聾ろ

う

話わ

学
校
が
設
立
さ
れ
、
吉
之

助
は
校
長
事
務
取
扱
に
就
任
し
ま
す

（
５
年
後
に
校
長
）。
し
か
し
、
校
舎

は
栗
太
郡
農
会
の
元
養よ
う
さ
ん蚕
室
、
机
も

椅
子
も
な
い
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
吉
之
助
は
家
財
を
惜
し
み
な
く

注
ぎ
込
み
ま
し
た
。

　

吉
之
助
の
教
育
活
動
は
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
が
、
私
財
の
持
ち
出
し

と
本
家
の
経
営
不
振
に
よ
り
、
昭
和

11
年
秋
、
西
川
伝
右
衛
門
家
は
破
産

西西に

し

か

わ

に

し

か

わ川川  
吉吉よ

し

の

す

け

よ

し

の

す

け

之
助
之
助

総数　82,106 人         (-51)
男　　40,340 人         (-36)
女　　41,766 人         (-15)
世帯　34,731 世帯     (-   1)

※外国人住民 (40 か国・地域／ 1,592 人 ) を含みます。

近
江
八
幡
偉
人
伝
⑩

近
江
八
幡
偉
人
伝
⑩

商
人
か
ら
教
育
者
へ
―
口
話
法

商
人
か
ら
教
育
者
へ
―
口
話
法
聾聾ろ
う
ろ
う

教
育
の
父
―

教
育
の
父
―

雑誌「太湖」から西川吉之助追悼文の記事


